
令和３年度の活動報告
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規約項目 実施内容 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

(1) 危機管理に
係る事項

準備会・
第1回幹事会

7/3 5/24 5/18 5/30 5/27
6/23

(web会議)
6/2

(web会議)

連絡協議会 10/5 6/6 6/15 6/19 6/19
7/27

(書面開催)
6/9

(書面開催)

第2回幹事会 10/5 9/29 － 2/19 2/18
2/15

(web会議)
2/28

(web会議)

第3回幹事会 1/14 1/10 － － － － －

(2) 防災業務計
画や地域防災計

画の共有
更新情報共有 －

地域防災計
画の記載内
容の共有等

－ － － － －

(3) 防災訓練の
実施

出水期前
訓練

－ －
学習型方式

高山市(5/18)
学習型方式

飛騨市(5/30)
学習型方式

高山市(5/27)

資料配付回答
方式

(6/29資料送付)

資料配付回答方
式

(6/21資料送付)

合同防災
訓練

学習型方式
高山市
(11/20)

学習型方式
飛騨市(11/9)

ロール
プレイング方式
白川村(12/20)

ロール
プレイング方式
高山市(11/26)

ロール
プレイング方式
飛騨市(12/12)

ロール
プレイング方式
白川村(12/1)

学習型方式
(1/20)

※初動対応のみ

(4)防災意識向上
に関する活動

防災講習会
ワークショップ

防災講習会
飛騨市
（11/2）

－ － －
防災講習会
高山市(8/7)

－
ワークショップの

事前準備

(5) 連携マニュア
ルの更新

本編 原案作成 更新 更新 更新 更新 更新 －

巻末資料 原案作成 更新 更新 更新 更新 更新 更新

タイムライン 原案作成 更新 更新 更新 更新 更新 －

(6) その他の活動
勉強会

事前学習
勉強会 勉強会 勉強会 勉強会

勉強会
事前学習の検討

勉強会
事前学習の検討

勉強会
事前学習の試行

協議会の取組み（H27～R3年度）
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第1回幹事会
・時期 令和3年6月2日（水）
・内容 令和2年度の活動報告、令和3年度の活動計画（案）について

（連絡協議会、合同防災訓練、防災講習会、事前学習など）
・会議方法 WEBで実施

連絡協議会
・時期 令和3年6月9日（水）
・内容 令和2年度の活動報告、令和3年度の活動計画（案）について
・会議方法 資料配付で実施

第2回幹事会
・時期 令和4年2月28日（月）
・内容 令和3年度の活動報告

・連携マニュアルの更新⇒更新内容について意見照会を行った。
令和4年度の活動計画(案)について
・事前学習 ⇒活動内容について意見照会を行った。
・合同防災訓練⇒訓練シナリオ（案）の説明を行った。

・会議方法 WEBで実施
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1.危機管理に係る事項 協議会・幹事会



■目的
・出水期に備えた、初動対応に関する連携対応の確認、危機管理能力の向上。
・連携マニュアルを実際に手に取り、各関係機関に内容を確認すること。

■訓練方式
資料配布、回答方式(メールで訓練用テキストを配布、回答）

■実施期間
令和3年6月21日～令和3年7月5日

■参加機関（人数）
10機関（10名）

■災害
誘因→豪雨 想定災害→河道閉塞、地すべり、同時多発的土砂災害

■訓練内容 想定場面と主な質問
①大雨警報の発令(自機関としての防災対応、情報連絡の相手先と内容や情報連絡の手段等）
②土砂災害警戒情報の発表(関係機関への報告と共有、土砂災害警戒情報発表の流れ等)
③降雨のピーク～土砂災害発生の第一報(土砂災害対応の助言対応等)
④地すべりの兆候の第一報(地すべり状況の伝達内容、住民避難に向けた情報発信等)
⑤河道閉塞発生の第一報(河道閉塞の伝達先・内容・手段、TEC-FORCEの受け入れ準備等)

■訓練時間
2時間(各機関、個人で可能な時間に実施)

3.防災訓練の実施 出水期前訓練 概要
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2.防災業務計画や地域防災計画の共有

令和３年度は実施項目なし



3.防災訓練の実施 出水期前訓練 結果

■出水期前訓練の総括

過年度より合同防災訓練でもテーマとしている「情報収集・伝達・共有」や
「連絡調整」、「リエゾン・TEC-FORCE等の応援職員との連携」、「避難指
示等の発令・解除における助言対応」といった事項についても、よく回答され
ていた。
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3.防災訓練の実施 合同防災訓練

日時 ：令和4年1月20日（木） 11：00～12：00

形式 ：web会議形式により開催

訓練内容（コロナ禍の状況に鑑み初動対応の確認のみ実施）

■地震直後の初動対応

・大規模地震の発生

・土砂災害発生の第一報

【参考】職員参集、避難所開設等

参加機関

高山市、飛騨市、白川村、岐阜県（防災課、砂防課、
飛騨県事務所、飛騨農林事務所、高山土木事務所、古
川土木事務所）、林野庁（中部森林管理局飛騨森林管
理署）、国交省（中部地方整備局高山国道事務所、神
通川水系砂防事務所）

■概要

■訓練実施状況

■訓練資料
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4.防災意識向上に関する活動 住民の防災意識向上の取り組み

【平成30年度7月豪雨時の課題】
市町村からの土砂災害警戒情報に基づく避難勧告等の発令の割合は高いが、住民の

避難行動に結びついていないことから住民の避難率が低いことが明らかとなった。
→行政による平時からの住民の防災意識向上等の取組みが重要。
→令和3年度から取り組みを開始。

①モデル地区抽出（２市１村）
→高山市長倉地区に決定

②地元調整
→区長、区役員に説明（R3.11～12）

③ワークショップ日程調整
→R4.2.15で周知。
新型コロナの影響で開催中止

令
和
３
年
度

④ワークショップ日程再調整

⑤ワークショップ開催

令
和
４
年
度

（
予
定
） 地元説明用チラシ（R4.2時点版）

土砂災害について聞いてみませんか？
日時 ：2022年2月15日（火） 19：00～20：30
会場 ：長倉多目的研修会館
話題提供：京都大学宮田准教授（穂高砂防観測所）
参加方法：直接会場にお越しください
内容 ：大雨の時、この長倉で何が起こるのか？ ほか
主催 ：神通川水系砂防事務所、岐阜県、高山市

「
こ
れ
ま
で
土
砂
災
害
が

起
き
た
こ
と
は
無
い
し
、

避
難
な
ん
て
必
要
な
い
」

と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
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5.連携マニュアルの更新

4.防災意識向上に関する活動 防災講演会

令和３年度は実施項目なし
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合同防災訓練が中止になったため、連携マニュアルの検証は実施しなかった。

連携マニュアルの記載内容の更新については、【巻末資料５】各機関の協定業者
リストの必要性について第2回幹事会で意見照会を行い、必要という意見が無
かったため削除し、更新を行った。なお、修正した連携マニュアルは、令和4年3月
に幹事会の各機関へ発送した。



9人 9人 6人 1人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

土砂災害学習の所要時間

～30分 30分～1時間 1時間以上 無回答

期間 ： 令和3年9月21日～10月8日

方式 ： webサイト（学びばこ）を用いた学習ツールを活用し、協議会構成員が所属組織の自席にて

危機管理対応について学習する

問題形式：択一形式（設問⇒解答および解説で1セット）

学習時間：30分～１時間程度

問題数 ：２０問

学習内容：連携マニュアルに関連する内容、土砂災害に関する基礎知識など

■事前学習の試行結果概要

6.その他の活動 事前学習

アンケートの結果、令和4年度は以下の問題
数・頻度で実施を希望する意見が多かった。

・問題数：20問（所要時間が30分～1時間）

・頻度 ：年2回

1人 7人 6人 11人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

土砂災害学習の希望する時期・頻度

月1回程度 数カ月に1回 年に2回 年に1回

11人 13人 1人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

土砂災害学習の問題数

多かった ちょうどよかった 少なかった 無回答
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日時 ：令和4年1月20日（木） 10：00～11：00

形式 ：web会議形式により開催

勉強会内容「大規模土砂災害の特徴と対応」

講師：（一財）砂防フロンティア整備推進機構 秋山一弥

１. 近年の土砂災害発生状況

２. 大規模土砂災害について

３. 土砂災害防止法に基づく緊急調査・緊急情報

４. 大規模土砂災害時の支援（TEC-FORCE）

参加機関

高山市、飛騨市、白川村、岐阜県（防災課、砂防課、飛騨
県事務所、高山土木事務所、古川土木事務所、飛騨農林事
務所）、林野庁（中部森林管理局飛騨森林管理署）、国交
省（中部地方整備局高山国道事務所、北陸地方整備局神通
川水系砂防事務所）

■概要

■勉強会実施状況

■勉強会資料

6.その他の活動 勉強会
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